
在
中l

申芳
付 盛

去井
十篤

昔
日 t雪

崩竹 一白
馬む，
鮭笥
Mミ司4

時雨兄
湿; ジ昨.

!'J俺:
，卜、

長の
候 3官

ナi'¥

;降表
亦之
来依
:fI: ~Il 
日干{-
五分

【
竹

田

文

書

】

羽
前

敬
白
起
請
文

〔
上
杉
景
勝
)

右
意
趣
煮
、
無
二
無
三
極
ν

ず
-上
椴
御
前
一
候
事
叫

戸
上
杉
長
路
)

一
、
従
乙
二
郎
殿
様
一
被
ν

成
-一御
昔
-
候
へ
共
不
ν

及
=
御
諸問
一
惣
体
上
級

へ
御
敵
封
の
か
た
へ
不
v

致
=
過
融
-
候
事
。

官
官
連
総
)

一
、
孝
思
寺
へ
不
ν
致
=
逝
融
一
候
事
。

(良
質
)

付
、
鯵
坂
備
中
守
色
k

謹
一
言
・
申
之
由
候
問
、
如
ν
此
申
上
候
幕
。

(

マ

、

)

'

若
此
回
目
於
-福
岡
申
-
者
.
上
党
天
町
税
制
伴
四
天
大
王
.
惣
而
日
本
間
中
之

天

正

六

年

賀
州
表
-
出
陣
回
目
、
元
候
問
、
重
而
吉
左
右
相
待
候
也
。

(
天
正
六
年
)

「嶋
田

d

八

月

十

六

日

信

忠

〔
踏
襲
〕

柴
田
伊
賀
守
蹴

(
本
文
の
出
陣
は
透
行
せ
ら
れ
ざ
り
し
な
り
。
)

入
居
十
六
日
。
珠
洲
郡
正
院
城
の
長
景
連
、
上
杉
景
勝

の
臣
吉
江
信
長
に
、
そ
の
景
勝
に
劃
し
て
忠
誠
を
謹
〈

す
べ
き
こ
と
を
誓
ふ
。

一
六
一
四

之
人
数
候
。
光
開
手
前
之
人
数
、
陸
之
働
候
問
、
中
居
村
之
百
姓
討

捕
候
事
、
一同国

=
不
ν

知
候
。
然
者
各
可
=
議
出
-
候
由
克
候
。
但
一
途

(鯵
坂
長
賞
}

穴
水
之
手
切
、
無
二
謝
z

七
・尾
-
於
ν
可
ν
令
-一馳
走
-
端
、
得
--共
意
-候
て

L
1

レ
u

p
，
 

【
中
居
三
右
衛
門
体
書
】

悶
安
郡

一
六
一
五

備
時
計
書
披
見
候
。
昨
日
之
事
者
、
各
・符
刺
寸
令
-一
一
味
一
一
一
付
而
、

放
火
併
百
姓
以
下
討
捕
候
事
者
、
舟
乎
之
者
北
ハ
之
働
エ
候
。
是
は
甲

八
月
十
七
日
。
上
杉
景
勝
の
臣
長
津
光
閥
、
鳳
至
郡
中

居
村
の
真
情
国
三
右
衛
門
に、

そ
の
降
守
容
る
べ
き
を

二
1
6
I
C

，F

一・・
4

天
吉 IE
江八六
芸:宥月年
四き十
郎六
殿 日

.長

大
小
之
榊
紙
、
妹
日
光
月
光
・摩
利
支
持
時
夫
・
八
幡
大
引
春
日
大
明

榊
・諏
一
方
上
下
大
明
紳
・愛
宕
山
大
様
現
・飯
縄
大
明
一
脚
、
別
而
踊

ず

彦
二
一
聞
大
明
一
例
・三
崎
両
祉
大
権
現
・石
動
山
五
紋
様
現
・天
満
天

神
之
蒙
=
御
罰
一
一
於
=現
世
}
者
弓
箭
冥
加
氷
厳
、
於
--来
世
-
者
可
ν
摺
=
在

無
間
-
者
也
。
机
山
如
ν
件
。

景興

連

衣

判

五ー 龍 月 長 EE 卵5曹踊寺 教両1、4時宅。 下揖播 彼入三 普国 健味 境此之

百信 K 桔吊 加 月六品 EFt表 芸 霊 借
o は在 の 元 州 廿年』 御間馳 至

師 り之 御 -~ 延ー 向 坂
柴に。 と 手 旗 百木 E引釣 表敵播

田 三故手11小御 本 塁1市f 所希器具丞芝州
勝 月 I'Cし与!・ 中 程遠 之 上 員喜子L 
家士本て 川 呑 可 子健李主

、 ニ文織隆所 (;6ドE 候可 文津{国侯 入
伊日 書 周景 問 Z的 華々融をを信 の 。 浦
遥以と長播j主s エ~ 先 之必議=f k fR 刻

輝で の lC K 5戸|3司 君1俄言F此放ji'不竺 コ
宗投年抗に 誌 発 方 司 木
のせにし入 陸宣川元言 人 大 火指語
臣し係た眠 川育事 E此EE仰談車利融 明

な〈る 逃f侯 而石

遠 t 0 は三 景春 主舗面陸主A主 己主藤 J 而天 王1ミ 候鳥程?まi
基し正城 在在狛 御 信 一砂
信 て六主 牛Ij判 委和1¥ 手 ~I:I 長時きl
¥: 上年別 *111~合此父需此
l 杉三 所- 者 F 此 ~ I 子 iri ?5

立 に八 申使辞御其園}lIJ 中・ みE=仕立克己 と そ
出 月 主!主之朋 能 をの
陣十 五美梶風式{時之 B jl-| 申 部岳! 報去

文 一」 遼月正候 儀市
せハ }除 六恐 。定一御馳 之遜 jitt すe 年

主ん 日 山(三き点 2警警 健 ~It 喜』」 D 以
e 0 披童日 謹 献 聾自語以 革

金 企織御守} 雪弓切k 之可ν 表閥 加

擦 で田 宿敗 F験 Z健一多喜 賀
?こ 信所 申実意何平智 也
る忠 謹一封義均国
員 、 両E健申訟 季
す柴 都音随天長前 越
。田 譲信市下室

勝 勝義 81t5雄R一入 f奥古I世 卒

主主 恩子可微 魂 ~_ 11柔 定 、

六日 家言 h之之菜4三 ホ に
石此至護 去 一 着

三 そ 在市¥1 者・ 1要候年 ニ 手
の I事 稽杢ノヨ 加l せ
カ日 *11 士下圏三 然 ~!:I る

賀 F之端予而越 ゐ こ
e、

天

正

-'-ノ、

年

六
七
O




